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昨年は，世界的な温暖化の影響が
続くなか，日本においても近年まれ
にみる夏台風の本州接近と異常気象
による豪雨災害が多い年でした。

8 月の台風 7 号では東海道新幹線
が台風に備えて計画運休したにも係
らず，その後の線状降水帯による静
岡局部豪雨などで新幹線が運転見合
わせとなり，お盆の交通網が大混乱
となりました。また，台風 13 号で
は千葉県を中心に中小河川氾濫によ
る家屋の床上浸水が多数発生しまし
た。

そして元日早々の「令和 6 年能登
半島地震」の発生です。最大深度 7
による家屋倒壊や火災，津波に加え
道路・電気・水道などのライフライ
ンが遮断され，大震災に匹敵する激
甚災害でした。犠牲となられた方々
に，心よりお悔み申し上げるととも
に，被災された皆様には心よりお見
舞い申し上げます。

2 月号では，今後もますます懸念
される地震や台風，洪水などの大災
害に備えるため「大規模災害，防災，
災害復旧，復興」をテーマに，10
年余を経過した東日本大震災を踏ま
え，防災関連技術の動向を報告しま
した。

巻頭言では，防災科研の寶理事長
から，「建設機械と防災」と題して
大災害と建設機械のかかわりと，今
後発生するであろう大災害への備え
について，時代の流れに沿った今後
対処すべき方向性を提言頂きまし
た。

行政情報は，関東大震災から 100
年を迎え，首都直下地震に対する関
東地方整備局の取り組みと，過去に
学び次世代へつなぐ防災推進国民大
会 2023 の開催報告を頂きました。

特集報文では，免震や耐震，耐火
などの新技術や新素材の開発状況，
災害対応のためのモニタリングシス
テム，令和 3 年の熱海土石流災害の
復興状況や東海道新幹線の駅ホーム
上屋の耐震対策，地震で被災した東
北新幹線高架橋橋桁の早期復旧など
様々な分野から数多くの報告を頂き
ました。

交流のひろばでは，能登半島地震
で被災された皆様が，今まさに直面
している課題の一つである災害廃棄
物の迅速な災害復興に向けた取り組
みを紹介頂きました。

最後になりますが，ご多忙の中，
執筆頂いた皆様に深くお礼申し上げ
ます。本号が今後も発生するであろ
う大災害への備えについて今一度考
えるきっかけになれば幸いです。

� （副島・木村）

3 月号「建築特集」予告
・ロボットフレンドリーな環境の実現に向けた取組　・「2050 年カーボンニュートラル」の実現
に向けて　・木材で耐火被覆した鋼管柱の耐火性能　・高所作業車キーレスシステムの開発　 
・コンクリート床仕上げ機械「防音カバー付き電動ハンドトロウェル」の開発　・展示収蔵環境
への包括的なアンモニア低減対策　・建築 BIM による鉄筋の自動配筋・組立と自動配筋検査　 
・鋼製建具工事における BIM 活用　・大風量かつ吹出し口の結露抑制が可能な空調用誘引ユニッ
ト　・国内最高！ 162 m のビルを新工法で解体　・マスカットＨ工法を放射線施設の解体工事へ
適用拡大　・実建物のホールライフサイクルアセスメントの検討と環境製品宣言（EPD）の取得


